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必須・選択 開講時期 単位 時間／週
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③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 10 100

50 20

10 10

10

論理的な思考力、推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合(例)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

授業科目についての助言

   加工技術は、ものづくりのベースとなる最も大切な技術の一つです。産業のグローバル化が進む中、日本が担当できる
加工技術は、難加工性の素材を高精度かつ短納期で製作するといった付加価値の高い加工技術に限られてきており、実
際、高度な加工技術は強い日本の製造業を支えています。この授業では、専門課程までに習得した加工技術に上積みし
て、「精密加工」をキーワードに、切削加工、研削加工及び特殊加工等についてより付加価値の高い加工技術の習得を理
論の面から目指します。ここで学んだことは、具体的な加工技能と応用力を身に付けることにも役立つことでしょう。強い日
本の製造業を担うのは、皆さんのように将来性のある技術者です。分らないところを積み残さないよう毎回の授業をしっか
りと理解してください。

教科書および参考書 　教科書：自作テキスト

授業科目の発展性

放電加工、電解加工の特徴と種類を知っている。

電極の加工方法を知っている。

レーザ加工と電子ビーム加工の特徴と用途を知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識・技能技術
　専門課程で学習した「機械加工」、 「機械工作」、 「機械加工実験」、 「機械工作実習」、 「機械加工実習」を
復習しておいてください。

研削加工の特徴と種類について知っている。

ツルーイング・ドレッシングの方法を知っている。

研削条件の適切な設定について知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における加工・組立て業務、加工オペレータ、製造業における保全業務、ラインオペレータ

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

    切削、研削加工等による精密加工及
び放電加工並びに電解加工及びレーザ
加工等による特殊加工の特性と活用方
法について学習します。

切削加工の特徴と用途について知っている。

切削工具の適切な選定について知っている。

加工方法の選定と加工条件の設定について知っている。

加工誤差要因を理解し、加工精度の評価について知っている。

教室・実習場

必須 Ⅰ・Ⅱ期 2 1教科の区分 専攻学科

教科の科目 精密加工

生産機械システム技術科

訓練科目の区分 授業科目名

教育訓練課程 応用課程

精密加工応用

担当教員 電子メールアドレス

精密加工応用実習 精密加工応用 開発課題実習 標準課題実習 



回数 運営方法

１週 講義、質疑

２週 講義、質疑

３週 講義、質疑

４週 講義、質疑

５週 講義、質疑

６週 講義、質疑

７週 講義、質疑

８週 講義、質疑

９週 講義、質疑

１０週 講義、質疑

１１週 講義、質疑

１２週
講義、演習

質疑

１３週 講義、質疑

１４週 講義、質疑

１５週 講義、質疑

１６週 講義、質疑

１７週 講義、質疑

１８週 試験

　（３）レーザ加工機の加工条件
　（４）加工精度と表面品質の評価

　加工条件と表面粗さの関係について整
理してください。

６．定期試験
　　筆記試験

　ここまでの理解度を確認し、苦手な所を
復習してください。

　（２）放電加工機の選択法
　　　 ワイヤカット放電加工と形彫り放電加工
　（３）電極材の選択と加工法

　NCワイヤカット放電加工におけるワイヤ
電極と加工条件について、ワイヤ径、工
作物材質別に整理してください。

　（４）放電加工条件
　（５）加工精度と評価

　形彫り放電加工の加工条件について、
電極材質、工作物材質別に整理してくださ
い。

５．高エネルギービーム加工
　（１）レーザ加工と電子ビーム加工の特徴及び用途
　（２）レーザ加工機とその選択

　レーザ加工と電子ビーム加工の特徴と
用途について、他の加工法との比較から
整理してください。

　（５）研削精度と表面品質の評価
　　　①平面研削における工作物の精度検査と表面品質の評価
　　　②円筒研削における工作物の精度検査と表面品質の評価

　研削条件と表面粗さの関係について整
理してください。

　（６）遊離砥粒による加工法
　　　①ラップ仕上げ
　　　②湿式と乾式の比較

　遊離砥粒による加工法の特徴と用途に
ついて復習してください。レポート課題に
取り組んでください。

４．放電加工
　（１）放電加工と電解加工の特徴及び用途

　放電加工、電解加工の特徴と種類につ
いて、他の加工法との比較から整理してく
ださい。

　（２）研削と石の選択法
　　　 砥石の三要素と五要因
　（３）ツルーイング・ドレッシング

　砥石の三要素、五要因について、ツ
ルーイングとドレッシングの役割の違いに
ついて復習してください。

　（４）研削条件
　　　①砥石の周速度、工作物送り速度及びピック量
　　　②切込み

　研削条件について復習し、整理してくだ
さい。

　　　③粗研削と仕上研削
　　　④研削不良

　研削不良の種類、要因、改善法につい
て復習し、整理してください。

　（５）加工誤差要因と加工精度の評価
　　　①加工誤差に及ぼす加工条件の影響
　　　②加工誤差に及ぼす工作物クランプの影響
　　　③加工誤差に及ぼす工作機械精度の影響

　加工誤差要因を抽出し、各々について
の加工精度改善方法も含めて整理してく
ださい。

　　　④加工誤差に及ぼす測定の影響、その他
　　　⑤各種加工精度の評価法
　（６）超精密切削加工の種類と特徴

　超精密加工を成り立たせるための環境
について整理してください。

３．研削加工
　（１）平面・円筒研削の特徴及び用途
　　　①研削加工の特徴
　　　②平面･円筒研削盤の加工工程

　平面研削作業と円筒研削作業の加工工
程のポイントについて整理してください。

　（２）切削加工の特徴及び用途
　　　①切削理論
　　　②比切削抵抗、工具角度及び切削温度

　切削加工の特徴と用途について、他の
加工法との比較から整理してください。切
削理論の要点を復習してください。

 　　 ③構成刃先、工具損傷
　（３）切削工具の選択法
　　　①切削工具の材質
　　　②切削工具の分類

　適切な切削工具選択ができるよう、切削
工具の材質と形状分類について、整理し
てください。

　（４）加工方法と加工条件
　　　①旋盤作業及びフライス盤作業
　　　②切削速度、送り、切込み及び工具寿命

　旋盤作業及びフライス盤作業の工具と
切削条件について、工具材質、被削材別
に整理してください。

訓練の内容 訓練課題　予習・復習

１．ガイダンス
　（１）シラバスの提示と説明
２．切削加工法
　（１）各種加工法

　各種加工法、工作法について復習してく
ださい。


